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= - 4 t 9 = Iy

= デが ( 一事 )
= る + (t ) = Et =杢,

5 9帯 (点 )
一、✗ 平均点 × 人数 = 合計点

= っ(22つは - 3は
2
- ( っに 2つは t Y )

= x
2
- 2 つは - 3 は

2
一つに+2つは -F

= -482--11



= 3 よし つに 4 )

= 3 は ( つ( t 2 ) ( っし- 2 )
-

( アプローチ2) 分配法則

= ( 2Ft ) × え た治 - Fぼ
= 2B - S

= F × t = FFont
= E - B = B
-11

( アプローチ 1) 簡略化 と有理化

、
、

、
1〇

.
.
.

2〇

① × 2 t ② × 3
水 = 2 を ② に代入 。

8 つ( -6 y = 40 1 8 + 2 y = 1 0

十) 27 つ( t 6 y = 3 0 2y = - 8

35× = 7

って

。
J = -4

(か よ
/𥫣、

つ( = 2
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A > 0 の ときは 下 に Tbs V と なる ので
、 アイ は X

A の 絶好値 が 大きい ほど グラフは は軸 に 近くなる ので ウ
.gg

(※ )

h の古隣 の教 = n t 1

U の すぐ 下の 数 = に +5

それら の 積 = ( n + 1 ) ( n + 5 )

(※ ) より 24U - 60

Cut I ) ( n t 5 ) = 24 い -60 △ーー いきなり 式を作ろう
いた Gu+ 5 = 24 U - 60 と せず

、
音阝分 ごとに

u
2
- 1 8 n +65=0 作っていく と よい b

( n - 5 )( n - 1 3 ) = 0

n =
.

5
、 1 3

n = 5は 11101 の 部分 に
入ら ない ので n = 1 3
-11



同じ もの を 区別 して 考える ため IA
,
IB

,
ZA

,
2 B 、
2c と する 。

1 A YB IB YA O 2A YB2A ○

213 。

2 B ° 2c f = f
2c ○

を ○
2 B - 2 c int

A D
✓

く
o し (I) 品の 円周角 は等しいので

B
°

<
O

c
区) AD/ BC の錯角 は 等しいので ウ

ーー/
四) Iy で二等辺三角形



① B ( 2 . 0 ) より A ( 2, 6 ) なので

A B = BC = 6 で OB = 2 より は 2つ(tb

C ( 0 . 8 )

は 8 . 6 )

f
-✗

②

台形 AOCD

= ( AD t OC ) × DC × ÷ 婺
= (6+8)×6 × t
= 42

④ 求める 式 を y = 2 つ( t b とおくと

E (t ,
6 ) 下 にも 、 0 ) なので

台形 EFCD = 台形 AOCD × I
座標 を文字で

( EDt FC ) × DC × t = 21 置き
、
方程式 で解く 。

{ ( 8 -t ) +8 一 (ー も ) }
× 6 ×I = 2 1

( +f + 8 + f ) × 3 = 21
b +13=7 よ

イD = -6



• •

① 場面 の 切り かわり は

(i) Pが A に いる とき (始まり ) ・

(ii) P が D に つい たとき A

(iii) Pが A に 戻ったとき (終わり )
•

13

(i) A と Pは 同じ なので AP = 0

( 0秒 ) (O.O) を通る 。

(ii) AP = AD = 6 0 cm

4cm /秒 で Pが 動くので ・ ・ ・

60÷4 = 15秒 ( 15
、 6 0 ) を通る 。

(iii) D → A へは 2cm /秒 で 動くので 60 ÷ 2 = 30秒

( 15+30,0 ) = (45,0) を 通る 。

②
ABQP が 長方形 になる の は AP = BQ の とき 。

✗秒イ先の BQ の 長 さま の グラフ を かく 。

0秒後 ( 0
.
60 ) を通り

、

60禾少後 ( 60 . 0 ) を 通る グラフ。

A は 、 y = 4つ( と y -_- つく +60 の 交点 A ( 12,48 )

B は 、 y = - 2つ( t 90 と Y = 一九 +60 の交点 B ( 30,30 )

12秒後 と 301𤇾、
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こ /

ー 、
① △ ADC 三 △ AEB なので

< ACD = 25°

AD = AE ( 仮定 )

A C = A B ( 仮定 )し
< DAC = < EAB (共通 )

)
② L BAE t < ABE = < BEC

<BE C t < ECF = < BFC より
< BFC= 432125°+250=930--12

道
v12

q

1
°

/

①
F

vs 3

B 、 3
/A B Le

q
/ C 考えが進まない とき

④ FB : AB = BA : BC 。 相似 の 可能性

FB : 3 = 3 : 9 を探る b
FB = 1

BE = I BC = f
FE = BE - FB = f - 1 = 呈一、



道
v12

q

1
°

/

②
A

AT ① より FB = 1

3
-

BA i DA = BF i DH
D 「 H

l = i DH = t
B \

y
IF

D 「たけ △ DH G △ E FG より

G t
DG = GE = DH i EF

= 生
F 、

y
t E = 1 i 7

1進、

平行線 は 相似な図形 と

新たな 長さ や 比 を

生み出して解決 に近づけることが できる b



「
-_- 、

i
1

1

P ・ i
Fi - - - - G
1 ・ Q

が E

方針○ 直角 三角形
△ PBQ で 三平方 の利用

AB = 15 cm
,
AH = j AB より AH = 5cm

i. HB = 1 0 cm で PB = j HB = 5 cm

△ BEQ で 三平方 の 定理より

BQ = BELENITTTT = V62.32-a = DE cm

△ PB Q で 同様 に

PQ = 門輩 = INPUT = FO cm

→



方針〇 九面体の 上 の 四角錐
の体積 を求めるため に I

高さ IL を 求める 。

「
-_- 、

J

1 く

、
L

Y 、
K

IL = ftp.ICHK?ThT
1

= はた ( ろが12hL = 4
1

1 0 1

AT
3F ,

I - - - -

1
5 1

H
' 人

。
「

6

体積 = 直方体 t 上の四角錐

= 6 × 6× 10 + 6× 6 × 4 × j
= 360 +48 = 408 ccmの
→


